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企
画
・
編
集
・
発
行
 沖
縄
県
知
事
公
室
広
報
課

〒
900-8570 沖

縄
県
那
覇
市
泉
崎
1-2-2

TEL
:098-866-2020

制
作
・
印
刷
 光
文
堂
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
　

〒
901-1111 沖

縄
県
島
尻
郡
南
風
原
町
字
兼
城
577

TEL
:098-889-1121

令
和
６
年
１
月
１
日
発
行
　
第
48巻

１
号
 通
巻
580号

こ
の
冊
子
は
16,200部

印
刷
し
、
1部
当
た
り
の
経
費
は
約
74.1円

で
す
。

（
当
経
費
は
制
作
費
か
ら
広
告
収
入
を
差
し
引
い
た
金
額
で
す
。）

環
境
に
優
し
い
植
物
油
イ
ン
ク

を
使
用
し
て
い
ま
す

古
紙
パ
ル
プ
配
合
率
60％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

〈進め！うちなー調査隊〉
地域や社会全体での取組が
子どもたちの未来を守る
鍵になる

「沖縄県」この一年

企画  ▶

特 集  ▶

いろ

  ［久米島　畳石］



ハ 

イ
サ
イ
！
グ
ス
ー
ヨ
ー　
イ
ー
ソ
ー
グ
ヮ
チ
デ
ー
ビ
ル 

（
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。）

県
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
気
持
ち
も
新
た
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、「
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
３
」
や
第
７
回
「
山
の

日
」
全
国
大
会
な
ど
国
際
・
国
内
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
沖
縄
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
な
ど
を

国
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
台
風
６
号
に
よ
り
大
き
な
被
害
が
発
生

し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
災
害
に
際
し
ま
し
て
、
国
内
外
の
皆
さ
ま
か
ら
多
く
の
温
か
い
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
、「
新
・
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
実
施
計
画
（
前
期
）」
の
最
終
年
度
と
な
り
、

施
策
な
ど
の
成
果
の
発
現
が
求
め
ら
れ
る
重
要
な
年
で
す
。

こ
の
た
め
、
変
化
す
る
社
会
情
勢
や
県
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
な
が
ら
、
自
立
的
発
展

と
住
民
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
標
と
す
る
「
新
・
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

基
本
計
画
」
の
取
組
を
加
速
さ
せ
、
誇
り
あ
る
豊
か
な
沖
縄
の
未
来
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
長
期
に
及
ん
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
持
ち
直
し
の
動
き
が
見

ら
れ
る
も
の
の
、
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
県
民
生
活
や
経
済
活
動
、
少
子
化
・

子
ど
も
の
貧
困
問
題
な
ど
昨
今
の
社
会
課
題
を
踏
ま
え
、「
自
立
型
経
済
の
構
築
」、「
子
ど
も
・

若
者
・
女
性
支
援
施
策
の
更
な
る
充
実
」、「
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
・
米
軍
基
地
問
題
」
の

３
つ
を
県
政
の
重
要
課
題
と
位
置
付
け
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
・
若
者
・
女
性
及
び
高
齢
者
支
援
施
策
に
つ
い
て
、
そ
の
充
実
に
向
け
て
組
織
・
体
制

強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
「
県
政
の
最
重
要
課
題
」
に
位
置
付
け
、「
子
ど
も
の
権
利
尊

重
条
例
」
が
目
指
す
子
ど
も
の
権
利
フ
ァ
ー
ス
ト
の
理
念
の
下
、
次
代
を
担
う
全
て
の
子
ど
も
が

健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
に
必

要
な
支
援
が
行
き
届
く
よ
う
、
子
ど
も
施
策
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
困
難

を
抱
え
る
子
ど
も
・
若
者
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
関
係
機
関
と
連
携
の
上
、

必
要
な
情
報
の
提
供
や
助
言
を
行
う
な
ど
、
育
成
支
援
を
継
続
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
女
性
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
持
て
る
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
本
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
女
性
の
福
祉
の
増
進
な
ど
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、
保
健
医
療
と
介
護
の

連
携
を
強
化
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

以
上
の
と
お
り
、
県
民
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
即
し
た
切
れ
目
の
な
い
、
個
々
の
状
況
に
対

応
し
た
総
合
的
な
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

米
軍
基
地
問
題
に
つ
い
て
は
、
県
内
外
の
皆
さ
ま
に
正
確
な
情
報
に
接
し
、
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
情
報
発
信
の
取
組
を
強
化
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
問
題
解
決
の
議
論
を

醸
成
さ
せ
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
自
分
ご
と
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
県
内
外
各
地
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ト
ー
ク
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
も
、
過
重
な
基
地
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ
う
各
種
の
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
我
が
国
と
ア
ジ
ア
諸
国
・
地
域
を
結
ぶ
拠
点
と
し
て
発
展
し
得
る
沖
縄
独
自
の
優

位
性
を
効
果
的
に
活
用
し
、
潜
在
力
を
顕
在
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の

平
和
構
築
と
相
互
発
展
に
向
け
て
沖
縄
県
が
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
お
け
る
地
域
外
交
の
取
組
を
戦
略
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
和
で
誇
り
あ
る
豊
か
さ
「
新
時
代
沖
縄
」
を
更
に
そ
の
先
へ
進
め
、
誰
も
が
輝
き
、
誰
も
が

尊
重
さ
れ
、
そ
し
て
誰
も
が
希
望
の
う
ち
に
喜
び
を
見
つ
け
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
実
現
す
る
島
、

幸
福
が
真
に
実
感
で
き
る
沖
縄
を
目
指
し
、
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
県
民
の
皆

さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
県
政
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
明
る
く
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た

し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ク 

ト
ゥ
シ
ン　
ユ
タ
サ
ル
グ
ト
ゥ　
ウ
ニ
ゲ
ー
サ
ビ
ラ 

（
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。）

令
和
六
年
一
月
一
日

 

沖
縄
県
知
事　

玉
城 

デ
ニ
ー

年
頭
の
ご

挨
拶  



玉城知事は経済界の代表とともに台湾を訪問しました。
日本と台湾の経済・観光・文化交流に携わる関係者との
面談を通して、今後の交流に向けた意欲を伝えるとともに、

観光・ＩＴ・半導体・スタート
アップなどの分野で連携を進
めることを確認しました。ま
た、台湾で活躍する県出身
者・県出身留学生とも交流を
深めたほか、現地で開催され
た沖縄イベントに出演した学
生を激励し、来場者に沖縄文
化の魅力をＰＲしました。

沖縄県所得向上応援企業認証制度の認証式が開催され、
照屋副知事が出席しました。
本制度は、従業員の所得向上に積極的に取り組む企業を
認証するもので、2022年４月に創設され、今回新たに34
社を認証し、認証企業は55社となりました。
照屋副知事は「人材に投資し成長する社会を共に創りま
しょう」と述べ、
認証企業からは、
所得向上に向けた
決意や働きやすい
環境の整備などの
取組が表明されま
した。

11
23

11
29

11
1

11
17

11月１日は「琉球歴史文化の日」です。
先人たちが創り上げてきた沖縄の歴史と文化への理解を
深め、故郷への誇りや愛着を感じられる地域社会の形成に
取り組むとともに、新たな歴史と文化を自らの手で創造す
ることを目的としています。県では、11月１日に「琉球
歴史文化の日」を記念したイベントを開催しました。
記念イベントでは、琉歌お
よび図画コンテストの表彰や、
プロの演者と県内の児童生徒
が共演し、琉球王国時代に
フォーカスした音楽・踊り・
映像などで織りなす舞台公演
を披露しました。

11月29日に「うちな～いい肉の日キャンペーン」セレ
モニーが開催され、照屋副知事が出席しました。
セレモニーを主催する沖縄県産食肉等消費拡大推進協議
会は、11月29日を「いい肉の日」と定め、県産食肉など
の地産地消・消費拡大に取り組んでいます。
照屋副知事は、「生産基盤整備支援に加え、県独自の飼
料高騰対策や子牛価格安定対策を実施し、畜産農家の経営
安定と畜産振興に取り組みます」とあいさつしました。

「沖縄で働く、をもっと豊かに。」
第３回所得向上応援企業認証式を開催

「琉球歴史文化の日」
記念イベントの開催

「うちな～いい肉の日キャンペーン」
セレモニー

玉城知事が４年半ぶりに台湾を訪問
経済・観光・文化の交流促進をアピール

沖縄県の主な出来事  2023年11月・12月

02  年頭のご挨拶
03 県政フラッシュ
04 特集：「沖縄県」この一年
06  進め！うちなー調査隊

地域や社会全体での取組が子どもたちの未来を守る鍵になる

08  連載シリーズ ともに考える、沖縄の米軍基地の話①
09 県の動き１「まちの保健室」のご案内
 県の動き２「はたちの献血」キャンペーン
10 市町村ワードパズル［渡嘉敷村］
11 県の動き３ 沖縄サッカーキャンプ＆プロ野球キャンプ2024

12 情報ひろば
14 県の動き４ おきなわ花と食のフェスティバル2024開催！

15 読者プレゼント・広報課から１月のお知らせ・読者の声

1 2024
January vol.580

［ちゅらしま おきなわ］

久米島の東部、西
にしおうしま
奥武島の南海岸にあ

る奇岩群。その形から亀甲岩とも呼ばれ、
世界的にも珍しい自然の芸術作品です。

本号の電子Book版とバックナンバーは
ホームページでご覧いただけます。
［美ら島沖縄の設置場所］
県内コンビニ、モノレール各駅等で無料配布して
います。また、公共機関や銀行、病院など多くの方々が利用する
施設でもご覧いただけます。新規設置施設も受付致しております
ので、関心のある方は広報課までご連絡ください。なお、全世帯
向けの戸別配布は致しかねます。ご了承ください。

今月の表紙

おきなわの彩
いろ

「久米島　畳石」
撮影：小早川 渉

沖縄の人口・世帯の動き
2023年11月1日現在

沖縄県庁広報課
公式LINE
@okinawa-
government

沖縄県庁広報課
公式Ｘ（旧Twitter）
@okinawa_pref

美ら島沖縄 

146万9,036人
※前月比661人増加

64万2,397世帯
※前月比1,049世帯増加

総人口

世帯数

琉歌および図画コンテスト表彰式
の様子

3 美 ら 島 沖 縄 2024.1
公立学校臨任教職員・非常勤講師

令和６年度の登録はこちらから▶
募集



特集 S P E C I A L  F E A T U R E

「
沖
縄
県
」
こ
の
一
年

２
０
２
３
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
感
染
症
に
移
行
し
、
県
で
は

「
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
３
」
や
第
7
回
「
山
の
日
」
全

国
大
会
の
開
催
を
は
じ
め
と
し
た
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
社
会
経
済
活

動
の
回
復
に
向
け
前
進
し
た
年
で
し
た
。

一
方
で
、
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
や
台
風
第
６
号
襲
来
な
ど
県
民
生
活
に
深
刻
な
影
響
が

生
じ
、
県
で
は
、
事
業
者
や
被
災
者
へ
の
支
援
な
ど
負
担
軽
減
お
よ
び
早
期
回
復
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
し
た
。

7
日 

● 

沖
縄
県
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
譲

渡
推
進
棟「
ハ
ピ
ア
ニ
お
き
な
わ
」

開
所
式
1

15
日 

●  「
沖
縄
県
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」を
宣

言
2

16
日 

●  

パ
ラ
オ
共
和
国
に
お
い
て
同
国
と
の

友
好
関
係
強
化
に
関
す
る
覚
書
締
結

を
記
念
す
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催

（
〜
１
／
17
）

19
日 

●  

離
島
フ
ェ
ア
２
０
２
２
の
開
催（
店
頭

販
売
〜
１
／
29
、オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
〜
２
／
24
）

1
日 

● 

南
大
東
村
へ
の
水
道
用
水
供
給
開
始

1
日 

●  

首
里
城
公
園
及
び
沖
縄
美
ら
海
水
族

館
等
の
県
管
理
継
続

2
日 

●  

第
32
回
北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in O
kinaw

a

の
開
催（
〜
２
／
４
）

13
日 

●  

ブ
ラ
ジ
ル
で
琉
球
王
国
時
代
の
貴
重

資
料「
家
譜
」を
発
見
・
寄
贈
さ
れ
る

6
日 

● 

玉
城
知
事
が
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン 

D. 

C. 

を
訪
問（
〜
３
／
11
）

14
日 

● 

豊
見
城
市
豊
崎
に
豊
崎
交
番
が
開
所

15
日 

● 「
沖
縄
県
及
び
長
野
県
の
交
流
連
携

に
関
す
る
協
定
」を
締
結
3

28
日 

● 

沖
縄
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
に
て

「
お
き
な
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」の
改
定
を
決
定

28
日 
● 

沖
縄
・
奄
美
エ
リ
ア
が
、観
光
庁
に

よ
る「
地
方
に
お
け
る
高
付
加
価
値

な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
地
づ
く
り
」

の
全
国
11
地
域
の
モ
デ
ル
観
光
地
と

し
て
選
定

31
日 

● 「
沖
縄
県
差
別
の
な
い
社
会
づ
く
り

条
例
」を
制
定

31
日 

● 

本
県
の
特
性
を
活
か
し
た
食
育
に
関

す
る
計
画
で
あ
る「
第
４
次
沖
縄
県

食
育
推
進
計
画
」を
策
定

10
日 

● 「
農
業
経
営
の
維
持
・
発
展
に
向
け
た

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、農
林

水
産
部
長
と
女
性
農
業
士
の
交
流
会

を
開
催

11
日 

● 

第
７
回「
山
の
日
」全
国
大
会
お
き

な
わ
２
０
２
３
の
開
催
8

24
日 

● 

沖
縄
と
奄
美
群
島
と
の
交
流
の
拡
大

に
係
る
連
携
協
定
を
締
結

25
日 

● 

Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
３
開
催 

（
〜
９
／
３
）
9

25
日 

● 「
適
切
な
価
格
転
嫁
及
び
賃
金
の
引

上
げ
の
推
進
に
よ
り
地
域
経
済
の
活

性
化
に
取
り
組
む
共
同
宣
言
」の
発

出
10

１
日 

● 

ウ
チ
ナ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
継
承
キ
ャ

ラ
バ
ン
の
実
施
（
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
、〜

９
／
10
）

11
日 

● 

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
拠
点「Startup 

Lab Lagoon N
A
H
A

」開
所
式
11

14
日 

● 

公
労
使
で
構
成
さ
れ
る
沖
縄
県
雇
用

対
策
推
進
協
議
会
に
お
い
て「
人
手

不
足
へ
の
対
応
に
関
す
る
共
同
宣

言
」を
発
出

14
日 

● 

認
知
症
ご
本
人
が
自
身
の
経
験
を
伝

え
る「
沖
縄
県
認
知
症
希
望
大
使
」

を
県
内
で
初
め
て
委
嘱

18
日 

● 

玉
城
知
事
が
国
連
人
権
理
事
会
に
出

席
12

1
日 

● 

支
援
を
要
す
る
若
年
妊
産
婦
な
ど
の

特
定
妊
婦
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た

め
の
宿
泊
型
居
場
所
を
設
置

5
日 

● 

辺
野
古
埋
立
変
更
不
承
認
処
分
に
関

す
る
是
正
の
指
示
の
取
消
を
求
め
る

関
与
取
消
訴
訟
に
つ
い
て
、最
高
裁

が
県
敗
訴
判
決
を
言
い
渡
し
た
こ
と

1月

8月9月10月

2月3月

犬猫の殺処分ゼロ、廃止に向けた取組を推進するための拠点施設として動物愛護管理セ
ンターに譲渡推進棟を整備し、人と動物が共生する社会の実現に向け取り組んでいます。

沖縄県と長野県は、両県の強みや魅力を活かし、各分野において交流を
促進し、連携・補完関係を強化することを目的に、交流連携に関する協
定を締結しました。

適切な価格転嫁と賃上げを推進し、未来への投資が生み出される経済の好循環の構築に向けた全県的な
気運を醸成するため、県内の商工労働関連16団体の連名で共同宣言を発出しました。

ゆいレールは、開業から20周年を迎え、
開業記念日となる８月10日に、３両編
成車両の運行を開始しました。

台風第６号が約１
週間に渡って襲来
し、電気、通信、交
通及び流通など、県
民生活に大きな被
害をもたらしまし
た。知事は各地の
被害状況を視察し、
職員に復旧や支援
を指示しました。

８月25日から９月３日までの間、大会が開催され、日本代表の活躍でパリ五輪の出場が決定しました。
県は支援協議会の事務局として、観客輸送、子ども達の招待などの取組を実施しました。

沖縄県立北部病院と北部地区医師会病院を統合し、新たに整備する公
立沖縄北部医療センターの設置主体として、県と北部12市町村が共同
し、４月１日に沖縄県北部医療組合を設立しました。

沖縄県医療的ケア児支援センターは、医療的ケア児やその
家族などからのさまざまな相談に総合的に対応する拠点施
設として開所しました。

次世代を担う沖縄の子どもたちに木工体
験や木製玩具で遊ぶ機会を提供し、県産
木材の利用推進に取り組むこととした「沖
縄県ウッドスタート宣言」を行いました。

1
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6
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特集 S P E C I A L  F E A T U R E

7
日 

● 

沖
縄
県
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
譲

渡
推
進
棟「
ハ
ピ
ア
ニ
お
き
な
わ
」

開
所
式
1

15
日 

●  「
沖
縄
県
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」を
宣

言
2

16
日 

●  

パ
ラ
オ
共
和
国
に
お
い
て
同
国
と
の

友
好
関
係
強
化
に
関
す
る
覚
書
締
結

を
記
念
す
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催

（
〜
１
／
17
）

19
日 

●  

離
島
フ
ェ
ア
２
０
２
２
の
開
催（
店
頭

販
売
〜
１
／
29
、オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
〜
２
／
24
）

1
日 

● 

南
大
東
村
へ
の
水
道
用
水
供
給
開
始

1
日 

●  

首
里
城
公
園
及
び
沖
縄
美
ら
海
水
族

館
等
の
県
管
理
継
続

2
日 

●  

第
32
回
北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in O
kinaw

a

の
開
催（
〜
２
／
４
）

13
日 

●  

ブ
ラ
ジ
ル
で
琉
球
王
国
時
代
の
貴
重

資
料「
家
譜
」を
発
見
・
寄
贈
さ
れ
る

6
日 

● 

玉
城
知
事
が
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン 

D. 

C. 

を
訪
問（
〜
３
／
11
）

14
日 

● 

豊
見
城
市
豊
崎
に
豊
崎
交
番
が
開
所

15
日 

● 「
沖
縄
県
及
び
長
野
県
の
交
流
連
携

に
関
す
る
協
定
」を
締
結
3

28
日 

● 

沖
縄
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
に
て

「
お
き
な
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」の
改
定
を
決
定

28
日 

● 

沖
縄
・
奄
美
エ
リ
ア
が
、観
光
庁
に

よ
る「
地
方
に
お
け
る
高
付
加
価
値

な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
地
づ
く
り
」

の
全
国
11
地
域
の
モ
デ
ル
観
光
地
と

し
て
選
定

31
日 

● 「
沖
縄
県
差
別
の
な
い
社
会
づ
く
り

条
例
」を
制
定

31
日 

● 

本
県
の
特
性
を
活
か
し
た
食
育
に
関

す
る
計
画
で
あ
る「
第
４
次
沖
縄
県

食
育
推
進
計
画
」を
策
定

1
日 

● 

公
立
沖
縄
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
の
設

置
主
体
と
な
る
沖
縄
県
北
部
医
療
組

合
が
発
足
4

1
日 

● 

働
き
方
改
革
推
進
課
、地
域
外
交
室
、

し
ま
く
と
ぅ
ば
普
及
推
進
室
の
設
置

3
日 

● 「
沖
縄
県
訪
問
看
護
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
」開
設

８
日 

● 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５

類
感
染
症
に
移
行

８
日 

● 

沖
縄
県
口
腔
保
健
支
援
セ
ン
タ
ー

「
歯
っ
ぴ
〜
セ
ン
タ
ー
」開
所

14
日 

● 

令
和
16（
２
０
３
４
）年
第
88
回
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
沖
縄
県
開
催
内
々

定

19
日 

● 「
沖
縄
県
犯
罪
被
害
者
等
支
援
計
画
」

を
策
定

1
日 

● 

水
難
事
故
防
止
運
動
の
実
施（
〜
10
／
31
）

10
日 

● 

名
護
市
内
で
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
を
初

め
て
確
認

21
日 

● 

国
指
定
重
要
文
化
財「
首
里
の
織
物
」

の
再
指
定
並
び
に
保
持
者
の
認
定

（
各
個
認
定
）及
び「
琉
球
古
典
音
楽
」

保
持
者
の
追
加
認
定（
各
個
認
定
）

28
日 

● 「
沖
縄
県
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
セ
ン

タ
ー
」開
所
5

１
日 
● 
台
風
第
６
号
が
襲
来 

玉
城
知
事
が
被
害
状
況
を
視
察 

（
〜
８
／
11
）
6

２
日 

● 

ウ
チ
ナ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
継
承
キ
ャ

ラ
バ
ン
の
実
施（
ブ
ラ
ジ
ル
、〜
８
／
12
）

10
日 

● 

ゆ
い
レ
ー
ル
開
業
20
周
年
記
念
式
典

及
び
３
両
編
成
車
両
出
発
式
7

10
日 

● 「
農
業
経
営
の
維
持
・
発
展
に
向
け
た

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、農
林

水
産
部
長
と
女
性
農
業
士
の
交
流
会

を
開
催

11
日 

● 

第
７
回「
山
の
日
」全
国
大
会
お
き

な
わ
２
０
２
３
の
開
催
8

24
日 

● 

沖
縄
と
奄
美
群
島
と
の
交
流
の
拡
大

に
係
る
連
携
協
定
を
締
結

25
日 

● 

Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
３
開
催 

（
〜
９
／
３
）
9

25
日 

● 「
適
切
な
価
格
転
嫁
及
び
賃
金
の
引

上
げ
の
推
進
に
よ
り
地
域
経
済
の
活

性
化
に
取
り
組
む
共
同
宣
言
」の
発

出
10

１
日 

● 

ウ
チ
ナ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
継
承
キ
ャ

ラ
バ
ン
の
実
施
（
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
、〜

９
／
10
）

11
日 

● 

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
拠
点「Startup 

Lab Lagoon N
A
H
A

」開
所
式
11

14
日 

● 

公
労
使
で
構
成
さ
れ
る
沖
縄
県
雇
用

対
策
推
進
協
議
会
に
お
い
て「
人
手

不
足
へ
の
対
応
に
関
す
る
共
同
宣

言
」を
発
出

14
日 

● 

認
知
症
ご
本
人
が
自
身
の
経
験
を
伝

え
る「
沖
縄
県
認
知
症
希
望
大
使
」

を
県
内
で
初
め
て
委
嘱

18
日 

● 

玉
城
知
事
が
国
連
人
権
理
事
会
に
出

席
12

1
日 

● 

支
援
を
要
す
る
若
年
妊
産
婦
な
ど
の

特
定
妊
婦
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た

め
の
宿
泊
型
居
場
所
を
設
置

5
日 

● 

辺
野
古
埋
立
変
更
不
承
認
処
分
に
関

す
る
是
正
の
指
示
の
取
消
を
求
め
る

関
与
取
消
訴
訟
に
つ
い
て
、最
高
裁

が
県
敗
訴
判
決
を
言
い
渡
し
た
こ
と

を
受
け
、国
土
交
通
大
臣
が
沖
縄
県

知
事
を
相
手
に
代
執
行
訴
訟
を
提
起

23
日 

● 

首
里
城
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
交
付
ス
タ
ー
ト
13

24
日 

● 

第
74
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会
令
和
５
年
度
熊
本
大
会　

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
発
表
会　

分
野
Ⅲ
類 

【
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
】　

北
部
農

林
高
校
最
優
秀
賞（
文
部
科
学
大
臣

賞
）受
賞（
〜
10
／
26
）

27
日 

● 「
第
47
回
沖
縄
の
産
業
ま
つ
り
」の

開
催（
〜
10
／
29
）

30
日 

● 

沖
縄
県
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
国
際
会
議
・

大
型
展
示
場
整
備
運
営
等
事
業
の
実

施
方
針
を
公
表

3
日 

●  

令
和
５
年
度
首
里
城
復
興
祭
の
開
催

（
〜
11
／
5
）

6
日 

●  

カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
対
策
セ
ン
タ
ー
と

「
地
雷
対
策
を
通
じ
た
平
和
と
人
間

の
安
全
保
障
の
啓
発
・
普
及
の
た
め

の
博
物
館
づ
く
り
」覚
書
を
締
結

9
日 

●  「R
esorTech EX

PO
 2023 in 

O
kinaw

a

」の
開
催（
〜
11
／
10
）

16
日 

●  「
11 

th 

沖
縄
大
交
易
会
２
０
２
３
」

の
開
催（
〜
11
／
17
）

17
日 

●  

第
３
回「
沖
縄
県
所
得
向
上
応
援
企

業
認
証
制
度
」認
証
式
の
開
催

24
日 

●  

離
島
フ
ェ
ア
２
０
２
３
の
開
催 

（
〜
11
／
26
）
14

28
日 

●  

第
62
回
農
林
水
産
祭
表
彰
行
事
む
ら

づ
く
り
部
門
に
お
い
て
、石
垣
市
の

「
大
浜
公
民
館
」が
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞

30
日 

●  

伊
平
屋
村
へ
の
水
道
用
水
供
給
開
始

１
日 

●  「
第
３
回
ち
ゅ
ら
う
ち
な
ー
草
の
根

平
和
貢
献
賞
」受
賞
者
の
決
定

8月

11月12月 10月

4月5月6月7月

適切な価格転嫁と賃上げを推進し、未来への投資が生み出される経済の好循環の構築に向けた全県的な
気運を醸成するため、県内の商工労働関連16団体の連名で共同宣言を発出しました。

沖縄県のスタートアップに関連する複数の施策を実施するスタートアップの総合支援拠
点として、那覇市内にStartup Lab Lagoon NAHAを開所しました。

今年で35回目を迎えた離島フェアは、「帰ってきたよ！離島フェア」をテーマに、４年ぶ
りに沖縄セルラーパーク那覇（奥武山）で開催されました。

ゆいレールは、開業から20周年を迎え、
開業記念日となる８月10日に、３両編
成車両の運行を開始しました。

第７回「山の日」全国
大会を国頭村、大宜
味村、東村、竹富町で
開催しました。記念
式典や各種イベント
を通して、亜熱帯の山
や自然の魅力ととも
に、沖縄の歴史、文化
を県内外に発信しま
した。

玉城知事は、スイス・ジュネー
ブで開催された国連人権理事
会本会議に出席し、沖縄に基地
が集中している状況や県民の
平和を希求する思いなどにつ
いて、スピーチを行いました。

首里城復興の機運醸成を図るため、首里城ナンバープ
レートの普及推進に取り組んでおり、交付開始となる
10月23日に、首里城公園内守礼門前にて、記念セレモ
ニーを実施しました。

８月25日から９月３日までの間、大会が開催され、日本代表の活躍でパリ五輪の出場が決定しました。
県は支援協議会の事務局として、観客輸送、子ども達の招待などの取組を実施しました。
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地
域
や
社
会
全
体
で
の
取
組
が

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
守
る
鍵
に
な
る

県内の気
になるコ

ト・モノ
を知れば

沖縄がも
っと面白

くなる！

「
子
ど
も
の
貧
困
」は
、沖
縄
に
と
っ
て
大
き
な
社
会
課
題
の
一
つ
。

子
ど
も
た
ち
は
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
っ
て
い
く
沖
縄
の
宝
で
す
。

み
ん
な
で
見
守
り
、育
て
て
い
く
活
動
が
、県
内
各
地
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
の
事
情
か
ら
、
健

や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
必
要
な
生
活

環
境
や
教
育
の
機
会
が
得
ら
れ
な
い
子

ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る「
子

ど
も
の
貧
困
」問
題
で
す
。

　
県
は
2
0
1
6
年
１
月
、
全
国
に
先

駆
け
て
県
内
の
子
ど
も
の
貧
困
率
に
関

す
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
推
計
し
た

結
果
、
子
ど
も
の
貧
困
率
は
全
国
平
均

の
約
1
・
8
倍
と
な
る
29
・
9
%
と
算

出
さ
れ
た
の
で
す
。

　
１
日
の
中
で
、
学
校
給
食
だ
け
し

か
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
が
取
れ

な
か
っ
た
り
、
経
済
的
な
理
由
で
病

院
の
受
診
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
進
学

を
諦
め
た
り
す
る
こ
と
も
。
社
会
に

お
い
て「
当
た
り
前
」と
さ
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
、
数
多
く
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　
県
は
2
0
2
2
年
３
月
、「
沖
縄
県

子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画（
第
２
期
）」を

発
表
し
ま
し
た
。
基
本
理
念
と
し
て「
社

会
の
一
番
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、

現
在
か
ら
将
来
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
生

ま
れ
育
っ
た
環
境
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
夢
や
希
望
を
持
っ
て
成

長
し
て
い
け
る『
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

優
し
い
社
会
』の
実
現
を
目
指
す
」と
掲

げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
だ
け
の
問
題
と

せ
ず
、
地
域
や
社
会
全
体
で
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
子
ど
も
の
居
場
所
」も
そ

の
一
つ
。
家
で
も
学
校
で
も
な
く
、
子

ど
も
自
身
が
安
心
し
て
、
自
分
ら
し
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
居
場
所
の
こ
と

で
、
県
や
市
町
村
が
実
施
し
た
調
査
に

よ
る
と
、
県
内
に
は
離
島
を
含
め
て
３

１
６
か
所（
2
0
2
３
年
10
月
１
日
現

在
）あ
り
ま
す
。
自
治
会
や
N
P
O
法

人
な
ど
が
運
営
し
、
食
事
の
無
料
提
供

や
学
習
指
導
な
ど
サ
ポ
ー
ト
内
容
は
さ

ま
ざ
ま
。
県
内
の
大
学
生
ら
が
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
ス
タ
ッ

フ
を
務
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
県
は
2
0
1
6
年
３
月
、「
沖
縄
県

子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
基
金
」を
設

置
。
県
民
一
体
と
な
っ
て
貧
困
対
策
を

推
進
す
る
た
め
、
同
年
６
月
に「
沖
縄

子
ど
も
の
未
来
県
民
会
議
」を
設
立
し

ま
し
た
。
個
人
で
で
き
る
支
援
も
多
く

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
無
料
で
食
事
が

で
き
る「
み
ら
い
チ
ケ
ッ
ト
」も
そ
の
一

つ
。
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
や
募
金
活
動
も

盛
ん
で
、
子
ど
も
の
居
場
所
や
子
ど
も

食
堂
で
使
う
食
材
や
、
利
用
す
る
書
籍

や
用
具
は
寄
付
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
県
や
地
域
、

民
間
団
体
、
そ
し
て
個
人
が
”自
分
ご

と
“
と
し
て
考
え
、
社
会
全
体
で
取
り

組
む
こ
と
が
解
決
へ
の
第
一
歩
と
な
り

ま
す
。

子どもの居場所で活躍する
学生サポートボランティア

　県内11か所の高等教育機関に通う学生ボラ
ンティアを、各地の子どもの居場所に派遣して
いる。2023年度は10月末時点で、200名超の
学生が100か所以上の居場所で活動。事前研修
会で基礎知識を身に付けた学生が参加し、子ど
もたちにとって年齢が近い「お兄さん、お姉さ
ん」的存在として、寄り添い型のサポートを提
供している。

CASE 2

［寄 付］

［ボランティア］

　子どもたちが無料で食事ができる「みらいチケット」の普及活
動に取り組む。「みらいチケット」は、食事代金にプラス料金を
支払うと購入可能。店内に掲示されたボードに貼り付けられ、
来店した子どもたちがそのチケットを使ってご飯を食べられる。
協力店は、立ち上げ当初の32店舗から約３年間で184店舗に
増え、これまでに約５万食を提供。「みらいチケットはたくさ
んの人の優しさで成り立っています」と代表の山川さん。多く
の善意が、子どもたちの笑顔につながっている。

“優しさ”が形になった、笑顔を生み出すチケット

CASE 3

［ 居場所 ］

　誰でものんびり自由に過ごすことができる子どもの居場所
として、2016年に那覇市松川に開所。絵本や漫画、児童書な
ど1500冊以上の本があり、無料で食事も提供している。１日
25～30人の小中高校生が訪れ、一緒に食事をし、クラブ活動
を通して協力し合うことで、子どもたちの成長につながって
いる。母親が利用できるのも特徴で、情報交換したり、悩み
を相談し合ったりして親交を深め、困っている親子を孤立さ
せない仕組みづくりを行っている。

1500冊以上の本を揃え、子ども食堂も併設

全
国
平
均
よ
り
も
高
い

沖
縄
の
子
ど
も
の
貧
困
率

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動

約３年間
で５万食

！

協力店も
約６倍に親子で利用可能

！

地域に密着した
憩いの場

主な活動内容をご紹介

年々参加希望者は増えてい
て、中には１人で数か所を掛
け持つ学生もいるそう。学校
の授業とは違う実践的な学び
の場として、関心が高まって
いるようだよ。

学生たちの
反応は？

それぞれの家庭のみの自己責任とするのではなく、
地域や社会全体の問題として取り組むことが必要。

ボランティアや寄付活動など、
一人一人ができることを探すことが大切。

「子どもの貧困」を解決することで
沖縄の豊かな未来につながる！

各地に広がる子どもたちへの支援の輪

進め！

進め！

まと め

子どもの居場所
学生ボランティアセンター
https://www.consortium-
okinawa.or.jp/kg-vc/

にじの森文庫
https://nijinomori-okinawa.com/

タコライスラバーズ
https://www.tacorice-lovers.okinawa/

公式LINE

CASE 1
頼りになる！

寄り添い
、支える

子どもた
ちの身近

な存在

ホームページ

●学習支援
　毎日の宿題や受験勉強、試験対策を一
緒に取り組む。

●生活支援
　一緒に遊びながら日常生活におけるきま
りや、良い習慣、買い物の仕方、お金の
使い方などを経験させる。

●芸術活動
　絵画、楽器などを扱う。

●共同給食
　子どもたちの食事を準備し、食育も行う。

ホームページ
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縄
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沖
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見
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活
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内
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ま
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す
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ら
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。
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2
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ど
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の
貧
困
率
に
関

す
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調
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を
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ま
し
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。
推
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し
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結
果
、
子
ど
も
の
貧
困
率
は
全
国
平
均

の
約
1
・
8
倍
と
な
る
29
・
9
%
と
算
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た
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で
す
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１
日
の
中
で
、
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的
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受
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進
学
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こ
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に

お
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前
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が

で
き
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子
ど
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数
多
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る
の
が
現
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で
す
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0
2
2
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３
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計
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発
表
し
ま
し
た
。
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と
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社
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の
一
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の
宝
で
あ
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子
ど
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が
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来
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、
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の
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に
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誰
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取
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、
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と
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え
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ど
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の
居
場
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、
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、
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過
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調
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に
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、
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に
は
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島
を
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３
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６
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所（
2
0
2
３
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10
月
１
日
現
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）あ
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ま
す
。
自
治
会
や
N
P
O
法

人
な
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が
運
営
し
、
食
事
の
無
料
提
供

や
学
習
指
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な
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サ
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ト
内
容
は
さ

ま
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ま
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内
の
大
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生
ら
が
学
生
ボ
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テ
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と
し
て
派
遣
さ
れ
、
ス
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フ
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る
こ
と
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ま
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1
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子
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困
対
策
推
進
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。
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困
対
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ま
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で
き
る
支
援
も
多
く

あ
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、
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た
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が
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で
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事
が

で
き
る「
み
ら
い
チ
ケ
ッ
ト
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の
一

つ
。
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ド
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ラ
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ブ
や
募
金
活
動
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で
、
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も
の
居
場
所
や
子
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食
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で
使
う
食
材
や
、
利
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す
る
書
籍

や
用
具
は
寄
付
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
県
や
地
域
、

民
間
団
体
、
そ
し
て
個
人
が
”自
分
ご

と
“
と
し
て
考
え
、
社
会
全
体
で
取
り

組
む
こ
と
が
解
決
へ
の
第
一
歩
と
な
り

ま
す
。

子どもの居場所で活躍する
学生サポートボランティア

　県内11か所の高等教育機関に通う学生ボラ
ンティアを、各地の子どもの居場所に派遣して
いる。2023年度は10月末時点で、200名超の
学生が100か所以上の居場所で活動。事前研修
会で基礎知識を身に付けた学生が参加し、子ど
もたちにとって年齢が近い「お兄さん、お姉さ
ん」的存在として、寄り添い型のサポートを提
供している。

CASE 2

［寄 付］

［ボランティア］

　子どもたちが無料で食事ができる「みらいチケット」の普及活
動に取り組む。「みらいチケット」は、食事代金にプラス料金を
支払うと購入可能。店内に掲示されたボードに貼り付けられ、
来店した子どもたちがそのチケットを使ってご飯を食べられる。
協力店は、立ち上げ当初の32店舗から約３年間で184店舗に
増え、これまでに約５万食を提供。「みらいチケットはたくさ
んの人の優しさで成り立っています」と代表の山川さん。多く
の善意が、子どもたちの笑顔につながっている。

“優しさ”が形になった、笑顔を生み出すチケット

CASE 3

［ 居場所 ］

　誰でものんびり自由に過ごすことができる子どもの居場所
として、2016年に那覇市松川に開所。絵本や漫画、児童書な
ど1500冊以上の本があり、無料で食事も提供している。１日
25～30人の小中高校生が訪れ、一緒に食事をし、クラブ活動
を通して協力し合うことで、子どもたちの成長につながって
いる。母親が利用できるのも特徴で、情報交換したり、悩み
を相談し合ったりして親交を深め、困っている親子を孤立さ
せない仕組みづくりを行っている。

1500冊以上の本を揃え、子ども食堂も併設

全
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よ
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の
子
ど
も
の
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な
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援
活
動

約３年間
で５万食

！

協力店も
約６倍に親子で利用可能

！

地域に密着した
憩いの場

主な活動内容をご紹介

年々参加希望者は増えてい
て、中には１人で数か所を掛
け持つ学生もいるそう。学校
の授業とは違う実践的な学び
の場として、関心が高まって
いるようだよ。

学生たちの
反応は？

それぞれの家庭のみの自己責任とするのではなく、
地域や社会全体の問題として取り組むことが必要。

ボランティアや寄付活動など、
一人一人ができることを探すことが大切。

「子どもの貧困」を解決することで
沖縄の豊かな未来につながる！

各地に広がる子どもたちへの支援の輪

進め！
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子どもた
ちの身近
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●学習支援
　毎日の宿題や受験勉強、試験対策を一
緒に取り組む。

●生活支援
　一緒に遊びながら日常生活におけるきま
りや、良い習慣、買い物の仕方、お金の
使い方などを経験させる。
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連載シリーズ

沖縄は、太平洋戦争において、熾
 し れつ

烈な地上戦が行わ
れ、「鉄の暴風」と呼ばれたほどのすさまじい爆弾投下
と砲撃により、県民の４人に１人が命を奪われ、緑豊
かな島々は焦土と化しました。
沖縄に上陸した米軍は、住民を収容所に強制隔離し、

土地を接収し、次々と新しい基地を建設していきまし
た。
太平洋戦争終結後も、朝鮮戦争の勃発などに伴い新

しい基地が必要になると、武装兵らによる「銃剣とブ
ルドーザー」で住民を追い出し、家を壊し、田畑をつ
ぶして、新たな基地を造っていきました。
沖縄には、このようにして広大な米軍基地が造られ、

本土復帰後も、沖縄の多くの米軍基地が日米安保条約
に基づく提供施設・区域として引き継がれました。

本土復帰当時、沖縄にある米軍専用施設面積の全国
に占める割合は、約58.7%でしたが、本土では、基地
の整理縮小が沖縄よりも進んだ結果、現在では、国土
面積の約0.6%しかない沖縄に約70.3%が集中してい
ます。
  沖縄県には、31の米軍専用施設があり、その総面積
は約１万8,453ヘクタールで、本県の総面積の約８％、
沖縄本島ではその面積の約15％を占めています。

詳しくは、基地対策課ホームページの「沖縄から伝えたい。
米軍基地の話。Q&A Book」をご確認ください。

ともに考える、沖縄の米軍基地の話 ①

●なぜ沖縄に米軍基地ができたのか

●沖縄にはどれだけの米軍基地があるのか

米軍専用施設面積の割合

問い合わせ   　基地対策課　  電話：098-866-2460　FAX：098-869-8979

沖縄県
70.3%

北海道 1.6% 広島県 1.3%
その他 2.0%長崎県 1.7%

山口県 3.3%

神奈川県 5.6%
東京都 5.0%

青森県 9.0%

米軍専用施設面積の割合の推移（復帰後）

特に、本島中南部都市圏には、県民の８割以上が暮
らしていますが、市町村を分断する形で約6,562ヘク
タールもの米軍基地が存在しています。
このような米軍基地の存在は、望ましい都市形成、
交通体系の構築、産業の集積などの地域振興を実現し
ていくうえで大きな障害となっています。
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